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This study is an examination of childcare practice that uses "Minimum Standard", through this study
researched on achievement level of students of learning contents presented by "Minimum Standard" at child-
care practice. The results indicated that the learning contents of low achievement level at the childcare prac-
tice was the learning contents of the childcare support. Therefore, the teacher of the childcare person train-
ing school need to guidance with emphasis on childcare support, and the guidance for childcare support need
to  establishing reciprocal relationship the teacher of the childcare person training school and guidance for
personal information protection.
This study compared the learning evaluation of the group of students that learned the same day nursery
with the group of students that learned the different day nursery to examine a method of effective childcare
training. The results indicate that the group of students that learned the same day nursery exhibited signifi-
cantly higher achievement level to the group of students that learned the different day nursery at many
learning contents of childcare practiceⅠ(day nursery) and childcare practiceⅡ. Therefore, students Who
learn childcare practiceⅠ(day nursery) and childcare practiceⅡ indicated effective for learning of the same
day nursery.













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































“8” ( t=2 .30 ,p<0 .05）“10” ( t=2 .72 ,p<0 .01）“11”
(t=4.24,p<0.001）“12”(t=2.18,p<0.05）において同保育
所群が有意に高いことが示された。保育実習Ⅱでは、“13”
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関る問題であり社会的信用を失墜させることになる。ミ
ニマムスタンダードでは実習生が個人情報を得る正当な
理由として、個人情報保護法の規定で「『事業者内におい
て行われる学生の実習への協力』という項目が記されて
おり、福祉関係事業者の通常の業務で想定される利用目
的の範囲に実習生への個人情報の提供が含まれている」
と述べている８）。しかし、上記の施設からの意見では実
習生の守秘義務に関するものであり、法的に学生に個人
情報を提供する規定があっても守秘義務が遵守できなけ
れば実習生に情報提供することは難しいと思われる。し
かも、実習施設で実習生が個人情報の利用をする際には、
利用者又は法定代理人の同意が必要であり、同意を得る
ための説明責任は実習施設にある８）。従って、実習生が
子ども（利用者）の個人情報を得ることは実習施設にと
って大きな負担を強いられることになると思われ、実習
生の個人情報の利用は非常に難しい状況である。
しかし、ミニマムスタンダードでも「実習生が実習施
設で子どもと関りをもつときに、子どもの実態を把握し
たうえで関りの手だてを決めることは、その関りを適切
なものにするためには不可欠である」と述べているとお
り、子どもと関りをもつ上で個人情報を得ることは必要
なことである。また、地域社会の機能低下や家庭での子
育て機能低下によって、保育所や施設での子育て支援は
ますます必要な事業になると思われる。このような状況
で子育て支援を保育実習に取り入れるためには、養成校
と実習施設の連携をより緊密にすることはもちろんであ
るが、事前指導で学生へ個人情報保護に関する内容を今
まで以上に徹底し、実習施設の指導者に事前指導から関
ってもらうなどの効果的な指導を実施し、また、積極的
に実習施設へ指導状況を示し信頼を得る必要があると思
われる。
また、多くの養成校の実習指導の現状は、学生が保育
所、施設で実習している際、学生指導を実習施設の指導
担当職員に一任している状態である。そのため、養成校
の実習指導者は実習施設の指導担当職員と密接に連携を
とること、学生を実習先で自ら学習する姿勢を示し実習
できる状態に指導することが必要となっており、保育実
習の事前指導では実習先の実際などの基礎知識、実習生
としての心構えなどの実習生としての基本的姿勢への指
導が中心となっている。調査結果からも保育実習Ⅰ（保
育所）「保育所の状況や一日の流れを理解し、参加できる」、
保育実習Ⅰ（施設）「施設の状況や一日の流れを理解し、
参加させる」、保育実習Ⅲ「子ども（利用者）の個人差、
子ども（利用者）のニーズについて理解し、その対応方
法を習得させる」が高い数値を示し、実習に対する積極
性などの基本的姿勢、実習施設や子ども・利用者の基礎
知識の習得度が高いことを示している。また、先行研究
では保育における環境設定や指導案作成などの基礎技術
の低さが報告され２）、学生の基礎技術の向上は多くの保
育士養成校での課題であり、事前・事後指導のなかに
「模擬保育」など授業を取り入れるなど15）基礎技術向上
のための指導を模索している状況である。上記の現状を
踏まえると、多くの保育士養成校では事前指導の中で基
本的姿勢と基礎技術の指導が中心であり、子育て支援へ
の満足な指導ができていないことも低い評価を示した理
由として考えられる。
２．同保育所群と異保育所群の評価値の比較
保育士養成校で保育実習Ⅰ（保育所）と保育実習Ⅱの
実習施設を同じ保育所で行うか、異なる保育所で行うか
は、養成校の実習に対する学習目標の方向性によって異
なる。例えば、同じ保育所で実習することは保育方針、
子ども、職員、設備など同様の条件下で実習を行うこと
ができ、実習施設の理解や子どもの理解など保育実習Ⅰ
（保育所）から保育実習Ⅱと連続性をもって学習できるな
どの長所があり、異なる保育所で実習することは、保育
実習Ⅰ（保育所）と保育実習Ⅱそれぞれの実習施設の保
育方針やそれにともなう子どもの育ちの違いなどを体験
し、学生の保育所保育への視野の広がりなどの学習効果
が期待できる。
ミニマムスタンダードでは、保育実習（保育所）、保育
実習Ⅱの学ぶべき事項として表１－１及び２に示したが、
その上位概念として¡）「保育実習Ⅰ（保育所）」と「保
育実習Ⅱ」の継続性を理解することができる項目である
こと、™）「保育実習Ⅰ（保育所）」と「保育実習Ⅱ」の
段階性を理解することができる項目であること、£）学
生が保育所実習全体を通して、子ども、家庭、地域への
理解を深化できる項目であること、¢）保育所保育士と
しての職業倫理を涵養することのできる項目であること
の４つを示している。¡）™）の内容からミニマムスタ
ンダードでは、保育実習Ⅰ（保育所）と保育実習Ⅱの実
習指導の学習内容に継続性、段階性をもたせることの必
要性を示している。異保育所群では保育実習Ⅱを保育実
習Ⅰ（保育所）と異なる保育所で取り組むため、子ども
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への関りや実習する保育所への基本的理解などの学習面
で継続性、段階性をもたせることは難しい。それに対し
同保育所群は同じ保育所で実習ができ、全ての学習面か
ら継続性、段階性を持たせ易い。同保育所群が高い数値
を示した理由は、本研究の質問項目がミニマムスタンダ
ードの実習生に学ばせる事項の小項目に準じたものであ
り、保育実習Ⅰ（保育所）から保育実習Ⅱにかけて継続
性、段階性をもたせる内容になっているため、全ての学
習面に継続性、段階性をもって学習することができる同
保育所群の評価値が高かったと考えられる。また、同保
育所群は同じ保育所において約４週間の実習を実践する
ことで、同保育所群は保育実習Ⅰ（保育所）と保育実習
Ⅱを統一した実習期間として見通すことができ、異保育
所群で実習する集団よりも時間的かつ精神的余裕をもっ
て実習できたことも要因と考える。
保育士養成校協議会専門委員会では、新たな保育士養
成にむけての示唆と提言から望まれる専門職像として
「成長し続け、組織の一員として協働する、反省的実践家」
を提示している16）。ここで「反省的実践家」として「反
省」の４つの側面を示している。その４つの側面は「専
門的知識・技術への反省的視点」「保育の事後のふりかえ
りという視点」「保育行為の瞬間瞬間のふりかえりという
視点」「クライアント（利用者＝子ども、保護者）との関
係性のふりかえりという視点」である。このような４つ
の側面を踏まえるならば、特に「クライアント（利用
者＝子ども、保護者）との関係性のふりかえりという視
点」という点で、保育実習Ⅰ（保育所）と保育実習Ⅱの
実習では、同じ保育所で実習を行い継続性、段階性をも
たせた内容で実施することが望ましいと考える。
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